


































roomtemp , 3 h
あC.2H
inthepresenceofMe3S-CJ(1 2equN.) 54%(0-　p-=1 3)
1ntheabsenceof Me3SiCI. 10%(0-　p-= 1 33)















with Me3SiCl 21% (0-〟- = 1■3)
tBuMe2SICll 30% (OIP- - 1.3)
lPr3SICl'40% (OIP- = 1 6)
PhMe2SICl: 51% (0-p- = 1:5)
Ph3SIC1 94% (0-.p- = 1 8)









dlmethybenzoic acld (3,4-: 2,3-:2,4- ≡ 17 2 1) ･ 60%
dlmethybenzoIC acid (2,4-. 2,6- = 20 1) : 67%











a-C｡2HCO2(3 MPa)75-1251R, 3 h
benzoIC aCld : 44%
4-¶uorobenzoIC aCld : 39%
4-chlorobenzoIC aCld　36%
41bromobenzoIC aCId , 28%
X=H,F,Cl,Br










｢oomtemp , 3 h
+)::: -!co2H
naphthoICaCid (1-2-≡ 12 1): 87%
2-methyl-1-naphthoic acld　98%
4-methyl-1-naphthoic acid　99%
y blPhenylcarboxylicacld (4- 2- = 12.1) : 91%
′/ノ　　　　　　4■-methylblPhenyト4-carboxyllC acid : 97%
phenanthrene-9-carboxyllC aCld'89%














6siR'3･ HA.X. - 6"R ･ A.X3空
+　AIX3　　　'









R2忘年R.Me2AICl (1 eq )CO2 (3 MPa)
toluene, 801R, 3 h













Rや MeAIC12 (1 eq･)CO2 (3 MPa)



























第3章では,種々の対照実験, FT-IRによる滑性種の分析, 1H NMRによる後処理前の生成物の分析により,
R｡SiXがLewis酸とともにCO逐浄財ヒすることを突き止め,芳香族求電子置換反応に基づく反応機構を提案し
ている｡
第4章では,含窒素芳香族化合物のカルポキジル化には,上述のアレーン類の反応とは異なり, R3SiXの添加
効果はなく,またハロゲン化アルミニウムよりもLewis酸性の低いハロゲン化ジアルキルアルミニウム(R2AIX)
が有効なことを見出し,反応条件の最適化により,生理浄財ヒ合物の構造中にしばしば見られるインド-ノレ3~
カルボン酸やピロー/レ2-カルボン酸類の効率的合成法を確立している｡また,この方法を含硫黄芳香族化合物
にも展開している｡さらに, 1-メチルインドールの反応が3-位アルミニウム化を経て進行していることを突き
止め,本研究の反応には,親電子的反応と求核的反応の二様の見芯機構が存在することを示している｡
第5章は,総括である｡
以上､要するに本論文は,アルミニウム系Lewls酸を用いる芳香尉ヒ合物の002による直接カルポキシル化
の適用性の検討と反応機構の解明に取り組んだものであり,得られた知見は, CO2固定化法の開発の歴史におい
て極めて重要なものであり,芳香族化学, C02の化学の発展に寄与するところが少なくない｡
よって,本論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める｡
-104-
